
○　本校の概要 令和7年3月7日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80%以上が回答した。

２：60%以上が回答した。

１：60%未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80%以上が回答した。

２：60%以上が回答した。

１：60%未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：生徒アンケートで「授業で
発表や話し合い活動の場が
ある」「授業は分かりやすく、
ていねいである」、保護者アン
ケートで「教員の教え方がて
いねいで、分かりやすい授業
が多いようだ」の問いに対して
肯定的評価の回答の割合が
８０％以上である。

３：生徒アンケートで「授業で
発表や話し合い活動の場が
ある」「授業は分かりやすく、
ていねいである」、保護者アン
ケートで「教員の教え方がて
いねいで、分かりやすい授業
が多いようだ」の問いに対して
肯定的評価の回答の割合
70％以上である。

２：生徒アンケートで「授業で発表
や話し合い活動の場がある」「授
業は分かりやすく、ていねいであ
る」、保護者アンケートで「教員の
教え方がていねいで、分かりやす
い授業が多いようだ」の問いに対
して肯定的評価の回答の割合が
６０％以上である。

１：生徒アンケートで「授業で
発表や話し合い活動の場が
ある」「授業は分かりやすく、
ていねいである」、保護者アン
ケートで「教員の教え方がて
いねいで、分かりやすい授業
が多いようだ」の問いに対して
肯定的評価の回答の割合が
６０％未満である。

３：保護者アンケートで、「学校
の雰囲気は明るく、子どもた
ちも生き生きと活動している」
「子どもは東蒲中の生活が楽
しいと言っている」の問いに対
して、肯定的評価の割合が７
５％以上である。
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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○90%以上が授業は分かりやすいと答えて
いるのは素晴らしいことだと思います。総
合的な学習の時間の取組で、疑問に思うこ
とや知りたいことを調べ、互いに発表し合
えるような授業づくりの取組みを期待しま
す。
○一部の生徒・保護者から先生がコロコロ
代わる教科があり、子どもが混乱している
との意見がある。
○非常に高い評価であると感じる。STEAM
教育、総合での取組など具体的に知りた
い。
○こどもによって捉え方の違いはあります
が、どの先生方も一生懸命やってくださっ
ていると思います。
○授業の様子は分かりませんのでDとしま
した。
○授業態度は非常に良好です。理解を求
めようとする姿勢が見られる。STEAM教育
に関しては、当カリキュラムになじみが思
わられる。
○数値的には取組評価は適切である。創
造力、課題解決力についてどのように進め
てるのかを知りたい。
○STEAM教育の取組みは生徒達の興味
を引き付けられるような内容を継続的にお
願いする。

○行事を通して、クラスが団結することは
必須です。衝突もありますが、それを乗り
越えてもらい「今」を楽しく過ごしてもらいた
いです。
○運動会・合唱コンクールは毎年素晴らし
く、社会の授業では多くのSDGｓについて
学んでいると聞いております。
○非常に高い評価であると感じる。生徒が
行事を大切にしていることが分かる。
○小学校の頃はSDGｓについてもこどもか
ら学んでいるとよく聞きました。中学校の勉
強に取り入れることは難しいかもしれませ
んが、学ぶ機会を増やしていけると良いと
思います。
○国際交流等に関して、京急蒲田駅近くに
「おおた国際交流センター」があります。そ
ことの連携企画（英語でのコミュニケーショ
ンやボランティアなど）検討はいかがでしょ
うか？
○全体で問題に取組む姿勢が認められ
る。良く纏まっている感想を持ちます。
○大項目に対して、アンケート内容がどの
ように関係するのか？また、現在の取組か
らどのように発展させていくのか興味があ
る。
○日頃の生活の中にて、行動を振り返り考
えることができるような声掛けなども工夫
の中に考えて頂きたい。
○数％の生徒の中に、楽しさを求めて学校
に行く子ではない子もいると思います。育
ち家庭、何でも関わってくると思います。保
護者もどうにかしないととも思います。
○今年は小学校と連携し読み聞かせや、
合唱コンクールリハーサルの参観など、多
くの関りが持てたと思います。来年度も引
き続き行っていただきたいと思います。
○保護者の評価が非常に高い。小学校で
も同様の傾向が見られ、この地域の温かさ
を感じる。
○改善策にあるように担任の先生、また部
活動に関わる先生や音楽の先生などは良
くお見掛けしますし、こどもたちからの話に
も出てきますが、そうでない方もいらっしゃ
るのが残念です。職員の方がみんなで１つ
のことに取組む姿を見せて頂けるとこども
たちも見習い、さらによりよい学校になると
思います。
○学校の敷地内では元気に明るく挨拶をし
てくれます。小学校との連携について、こ
れも先生方が行うのは負担が大きいかと
考えます。関係者などがプランを立て、実
施するものに先生方もご参加いただく、そ
んなことはできないでしょうか？
○朝登校時、地域の方々への明るい挨拶
が出来る。友人との登校も多く、情緒の安
定が散見される。
○校内での雰囲気は、落ち着き明るいと感
じます。
○生徒達の雰囲気は地域から見ていても
良いと思う。小学校との交流等、引き続き
努力願いたい。
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成果
評価

令和６年度　大田区立東蒲中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

1　学校規模　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　特色ある教育活動
（１）生徒数　３７８名（第１学年１０１名、第２学年１４８名、第３学年１２９名）　　　　　　　　　　　　　　「自他共に大切にし、学ぶ意欲を育てる東蒲中」
（２）学級数１１学級（SR教室拠点校）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）豊かな人間性を育てる・・・小中一貫で生活スタンダードに取り組み、規範意識を育てる。
（３）教員数　２６名（男性１４名、女性１２名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（２）学ぶ意欲を育てる・・・興味関心を高める指導の工夫を行い、分かる授業の実践を展開する。
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２：保護者アンケートで、「学校
の雰囲気は明るく、子どもた
ちも生き生きと活動している」
「子どもは東蒲中の生活が楽
しいと言っている」の問いに対
して、肯定的評価の割合が６
５％以上である。
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4

生徒アンケートで「授業で
発表や話し合い活動の場
がある」は97.8%、「授業は
分かりやすく、ていねいで
ある」は94.7%、保護者ア
ンケートで「教員の教え方
がていねいで、分かりや
すい授業が多いようだ」
は91.3%肯定的な意見で
あった。どの項目も90%と
高い評価であった。しか
し,教科等横断的な学びな
ど生徒が課題発見・課題
解決力を身に付けられる
ような取組は十分ではな
い。総合的な学習の時間
を利用し、生徒が疑問に
思うことや知りたいと思う
ことを調べて、互いに発
表し合えるような授業づく
りに取組んでいく。

生徒アンケートで「学校行
事や教育活動を通し、互
いを認め合い、相手を尊
重することの大切さを理
解できた」の回答は
93.4%、肯定的な意見で
あった。運動会や合唱コ
ンクール等の行事はクラ
スが一体化しないと乗り
越えることはできない。そ
の中で衝突することもあ
るが、互いを尊重できる
効果のある行事になり、
生徒も満足感や達成感
が育まれると考えてい
る。
一方で、国際社会や地域
社会の課題であるSDGｓ
について、学校教育の中
でも生徒一人一人に考え
させる授業の工夫を推進
していく必要がある。

4

目標に対する成果指標

8

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

４：保護者アンケートで、「学校
の雰囲気は明るく、子どもた
ちも生き生きと活動している」
「子どもは東蒲中の生活が楽
しいと言っている」の問いに対
して、肯定的評価の割合が８
５％以上である。

学校関係者記入欄
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Ｄ 0④学校行事や教育活動を通して、人権教
育の推進を図っている。

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図ってい
る。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、す
べてのこどもに確かな学力の育成を図って
いる。

保護者アンケートで、「学
校の雰囲気は明るく、子
どもたちも生き生きと活動
している」は100%、「子ど
もは東蒲中の生活が楽し
いと言っている」は91.3%、
肯定的な意見であった。
生徒の回答結果とあまり
変わらないが、結果を見
て安心せず、否定的な
数%の生徒が楽しいと思
えるような学校生活に励
んでいかなければならな
い。また、小中一貫の視
点に立った教育を行って
いるかの教員のアンケー
ト結果は76%と低い。小学
校と連携し小学生の読み
聞かせや合唱コンクール
リハーサルの参観、児童
の作品を作品展で展示し
たりと関りはあるものの、
教員が人任せになってい
ると読み取ることができ
る。担当だけが行うので
はなく、全教職員が関わ
ろうと意識をすることが大
切である。

4

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や
価値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し
合う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要
な創造力や課題
解決力、情報活
用能力を育成し
ます。

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

2

4

4

⑤小中一貫性のある授業改善プランの作
成や、年２回の生活意識調査を実施し、小
中一貫教育を推進する。

3

2

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3

④話し合いや教え合い活動など言語活動
の充実に取り組んでいる。

3

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

3

3
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４：生徒アンケートで「学校行
事や教育活動を通し、互いを
認め合い、相手を尊重するこ
との大切さを理解できた」の問
いに対して肯定的な評価の回
答の割合が８０％以上であ
る。

３：生徒アンケートで「学校行
事や教育活動を通し、互いを
認め合い、相手を尊重するこ
との大切さを理解できた」の問
いに対して肯定的な評価の回
答の割合が７０％以上であ
る。

２：生徒アンケートで「学校行
事や教育活動を通し、互いを
認め合い、相手を尊重するこ
との大切さを理解できた」の問
いに対して肯定的な評価の回
答の割合が６０％以上であ
る。

１：生徒アンケートで「学校行
事や教育活動を通し、互いを
認め合い、相手を尊重するこ
との大切さを理解できた」の問
いに対して肯定的な評価の回
答の割合が６０％未満であ
る。

１：保護者アンケートで、「学校
の雰囲気は明るく、子どもた
ちも生き生きと活動している」
「子どもは東蒲中の生活が楽
しいと言っている」の問いに対
して、肯定的評価の割合が６
５％未満である。



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：全教員（全学級）で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。

１：生徒アンケートで、「教材や
教え方を工夫している先生が
多い」「学校の施設・設備は十
分整っている」の問いに対し、
肯定的評価の割合が６０％未
満である。

４：生徒アンケートで、「教材や
教え方を工夫している先生が
多い」「学校の施設・設備は十
分整っている」の問いに対し、
肯定的評価の割合が８０％以
上である。

生徒アンケートで、「教材
や教え方を工夫している
先生が多い」は98.2%、
「学校の施設・設備は十
分整っている」は85.8%、
肯定的な意見であった。
かなりの生徒が肯定的な
意見であったが、生徒が
意欲をもって取り組める
ように、100%を目指してい
かなければならない。ネッ
トリテラシー教育は教員
が100%と回答している
が、今後も継続して家庭
と学校で連携して、ICTの
使い方を考えていく必要
がある。防災活動におい
ては、生徒のD級ポンプ
の活動をやめ、生徒が救
命救急の講習を受講さ
せ、地域に役立つように
工夫していく。

4

４：生徒アンケートで、「ICTを
活用した授業が多い」「先生
は、勉強についての質問や疑
問に丁寧に対応してくれる」の
問いに対して、肯定的評価の
割合が８０％以上である。

３：生徒アンケートで、「ICTを
活用した授業が多い」「先生
は、勉強についての質問や疑
問に丁寧に対応してくれる」の
問いに対して、肯定的評価の
割合が７０％以上である。

４：生徒のアンケートで、「先生
は、相談事や悩み事について
親切に応じてくれる」の問いに
対して、肯定的評価の割合が
８０％以上である。

○防災活動は他地域からも「素晴らしい」と
言ってもらっています。とても良い取組だと
思います。
○教え方を工夫している先生は多いと思
う。生徒に聞いても、授業は楽しいとの意
見が多く感じられる。
○生徒の評価が高い。
○１年生の教室に高校についての資料を
置いて頂けると助かります。
○防災活動について、糀谷中では町会と
生徒とPTA等が集まって訓練をしていま
す。そのような取組をされていますか？
○教材の充実面は本校のみでは不可能な
部分は有るが、有るものを有効利用してい
る。防災活動は今後も期待する。
○ネットリテラシーだけでなく、デジタルリテ
ラシーについて学ぶ必要があるが大変で
すね。
○救命救急の講習を経験してもらう事は大
事と考える。町会でも積極的に取組を考え
たい。

２：生徒のアンケートで、「先生
は、相談事や悩み事について
親切に応じてくれる」の問いに
対して、肯定的評価の割合が
６０％以上である。

１：生徒のアンケートで、「先生
は、相談事や悩み事について
親切に応じてくれる」の問いに
対して、肯定的評価の割合が
６０％未満である。

３：生徒アンケートで、「教材や
教え方を工夫している先生が
多い」「学校の施設・設備は十
分整っている」の問いに対し、
肯定的評価の割合が７０％以
上である。

２：生徒アンケートで、「教材や
教え方を工夫している先生が
多い」「学校の施設・設備は十
分整っている」の問いに対し、
肯定的評価の割合が６０％以
上である。

○アンケートが届いていないので、回答の数値が
実情では低いと考えられることは同意できます。地
域でのボランティア活動は好評です。これからも続
けてください。
○地域力とこどもたちの教育生活、具体的なイメー
ジなどを伺う機会もあると良いですね。
○お祭りなどの地域や町会との関わりは多くなって
きた。一方登下校の見守りや教育に関する情報発
信はまだまだ少ないと思う。
○結果に甘んじずに、地域との連携を模索していく
ことが伝わってきた。
○アンケートの回答してくださる方は正直学校に不
満もなく、こどもたちもしっかり親子関係が作られて
いる方が多いと思います。PTAアンケートでもそう
です。親も（自分も含めて）日頃からもっと学校やこ
どもに関心を持ってもらえるためにどうすれば良い
かを考えていきたいです。
○地域として美化デーや祭礼など、協力を頼むこと
があると思います。
○地域の自治体として、行事等の活動について、
連絡をして、東蒲中生徒の参加を依頼したい。
○「地域力を生かした教育活動」の具体的な内容
を知りたいです。
○生徒と家庭内の状況は見えにくいが共通の話題
があるように考えられる。地域行事への参加は大
いに好感を持つところである。
○ボランティア活動が活性化しているので素晴らし
いです。
○家庭との情報共有はとても大切と考える。これか
らも努力願いたい。

○便利な世の中になりましたが、何でもかんで
も当たり前になっています。３０年前の世の中
の方がよっぽど「学習」していたと思います。
○「教師がやりがいをもって働ける環境」とは
具体的にどのような環境なのか、聴いていみ
たい。
○多くの先生方は遅くまで学校でお仕事をな
さっていて、保護者としてはとてもありがたい思
いです。ただ在校している先生が毎回同じ先
生なのが、少々気になります。一部の先生に
だけ業務が行き過ぎていないかが心配であり
ます。
○中学でもICTを多く授業で活用していること
が分かった。教員のアンケート結果より、更な
る働き方改革の取組が必要だと分かった。
○先生方の個別業務がICT化で減らせるなら
良いと思います。少しでも定時で帰れる先生方
が増えればと思います。１つ気になるのが行事
において毎年反省や記録は残されていると思
いますので、大きな行事前には２ヶ月半前に動
き出していただけるとありがたいです。早めに
予定が分かるとありがたいです。
○授業の様子は分かりませんのでDとしまし
た。
○ICTの活用はこれまでも多く見られた。生徒
一人一人との向き合いも多く見られる。
○ICTについてメリットは多いが、デメリットもあ
る。この点をどのように考えているのかを知り
たい。
○丁寧さを工夫しながら、生徒達としっかり向

生徒アンケートで、「ICTを
活用した授業が多い」は
88.5%、「先生は、勉強に
ついての質問や疑問に丁
寧に対応してくれる」は
99.4%、肯定的な意見で
あった。ICTを活用した授
業は多くの教科で実施し
て、教員のアンケートでも
協働的な学びを充実させ
ていると96%が回答してい
る。ただICTを使用してい
るだけではなく、今後は
協働的な学びの視点に
立って、ICTを有効に活用
する力を、研修等で推進
して、個別最適な学びを
目指していく。教員がICT
を活用し、業務量を減ら
し、子どもと向き合う時間
を確保することに対して
は64%の肯定的な意見で
あった。これからも、効率
よく仕事を精査し、子ども
と向き合う時間を確保す
る必要がある。

4

○保護者として好かれていない先生はい
ます。やはり、公開授業で保護者からも評
判は悪いです。誰からも好かれる先生（人
間）だらけになってほしいです。
○生徒アンケートの「先生は相談事や悩み
事に親切に応じてくれる」に対して、保護者
からは一部の先生は応じてくれるが少々、
対応に疑問を感じる先生もいるとの事を耳
にします。一部の先生の対応で他の先生
の評価が下がるのは残念です。
○生徒の評価が高い。引き続き寄り添った
指導をお願いしたい。
○息子が通っている時は正直もう少し息子
の話を公平に聞いてあげて欲しいなと思う
ことが多かったです。娘は上手く先生方と
付き合っているようで安心しています。
○先生と生徒の関係性について、肯定的
な意見が多いことに安心です。日頃の関り
の様子を把握していないためDとしました。
○外部からは伺い得ない部分も多いが、
生徒に対する状況の共有を感じる。
○相談内容はその場で先生が、的確に捉
え対応できるとは限らない。これへのサ
ポートが重要と考えます。
○継続的に職員間で種々のケースに於い
て、研修を行い、指導力を高めて頂きた
い。

生徒のアンケートで、「先
生は、相談事や悩み事に
ついて親切に応じてくれ
る」は94.8%、肯定的な意
見であった。生徒の評価
は高いが、全教員が生徒
に寄り添った指導をでき
るように、教育相談的な
関りがもてる技術を身に
付けていくことが大切であ
る。特別支援教室の拠点
校として、特別支援教室
の教員との交流を活発に
し、生徒一人一人を複数
で見守り、自己肯定感を
高めていく取組を行う。
WEBQUは年に２回実施さ
れているが、実施するだ
けではなく、教員で話し合
い、生徒の変容をつかむ
ように有効活用し、生徒
一人一人の状況をデータ
を分析して、対応してい
く。

4

Ｃ

8

Ｄ

0

Ｂ 7

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

1

Ａ 4

④保護者の相談等を丁寧に対応し、保護
者からの理解と信頼を得ている。

④ICTを活用した授業を実施している。

Ｂ

Ｄ

１：生徒アンケートで、「ICTを
活用した授業が多い」「先生
は、勉強についての質問や疑
問に丁寧に対応してくれる」の
問いに対して、肯定的評価の
割合が６０％未満である。

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児
童・生徒一人ひと
りの状況にあわ
せて教育環境を
整えるとともに、
相談機能の充実
を図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らしくい
きいきと生きるた
めの学びを支援
します。

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域
の特色を生かし
た学校づくりを進
めるとともに、学
校・家庭・地域が
連携・協働して、
地域社会全体で
こどもたちを育成
します。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

Ｂ

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒
の健全育成や安全指導に係る取組を地域
の協力により実施している。
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①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

Ａ 6

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

④生徒が他者の意見を聞いたり、自分の
意見を発表したりする活動を設定し、思考
力・判断力・表現力を育成する授業を行っ
ている。

③セーフティ教室やネットリテラシー教育を
行い、生徒の防犯に対する意識を高める。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

3

①インクルーシブ教育システムの構築に
向けて、教員の資質・能力の向上や校内
における支援体制の充実、特別支援教室
巡回指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・
保護者が相談しやすい環境を整備し、一
人ひとりの能力や可能性を最大限に伸ば
すことを意図した指導や支援を行ってい
る。

3

3

3

3

4

3

0

Ｃ 0

④WEBQUを活用し、個人面談を通し生徒
の実態把握に努める。

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

3

２：生徒アンケートで、「ICTを
活用した授業が多い」「先生
は、勉強についての質問や疑
問に丁寧に対応してくれる」の
問いに対して、肯定的評価の
割合が６０％以上である。
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8

保護者アンケートで、「学
校の様子を詳しく保護者
に伝えている」は95.7%、
「学校は地域力を子ども
たちの教育活動に生かし
ている」は86.9%である。
学校の様子を生徒が保
護者に伝えている肯定的
な意見は高かったが、こ
のアンケートの回答すら
保護者全員に届いていな
い可能性があるので、実
情はもっと低いと考えら
れる。教員の「生徒の健
全育成や安全指導に係
る取組を地域の協力によ
り実施している」の肯定的
な回答は68%であった。コ
ロナが影響し、地域との
関りが少なくなったため、
現在は地域や町会との関
りを深めて、東蒲中生を
知ってもらおうと努力して
いる。

4

3

2

Ｄ 0

Ａ 6

Ｄ 1

Ａ

１：保護者アンケートで、「学校
の様子を詳しく保護者に伝え
ている」「学校は地域力を子ど
もたちの教育活動に生かして
いる」の問いに対して、肯定的
評価の割合が６０％未満であ
る。

２：保護者アンケートで、「学校
の様子を詳しく保護者に伝え
ている」「学校は地域力を子ど
もたちの教育活動に生かして
いる」の問いに対して、肯定的
評価の割合が６０％以上であ
る。

４：保護者アンケートで、「学校
の様子を詳しく保護者に伝え
ている」「学校は地域力を子ど
もたちの教育活動に生かして
いる」の問いに対して、肯定的
評価の割合が８０％以上であ
る。

３：保護者アンケートで、「学校
の様子を詳しく保護者に伝え
ている」「学校は地域力を子ど
もたちの教育活動に生かして
いる」の問いに対して、肯定的
評価の割合が７０％以上であ
る。

３：生徒のアンケートで、「先生
は、相談事や悩み事について
親切に応じてくれる」の問いに
対して、肯定的評価の割合が
７０％以上である。


